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Katsumi Abe

　
「
優
秀
な
技
能
を
持
つ
人
た
ち

が
も
ら
え
る
章
。
ま
さ
か
受
章
で

き
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
努
力

し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
う

れ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
す
。

　

11
月
９
日
、
２
０
１
５
年
度
現

代
の
名
工（
卓
越
し
た
技
能
者
）の

表
彰
式
は
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
、
迫
リ
コ
ー
に
勤
め
る

阿
部
克
己
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

現
代
の
名
工
は
、
優
れ
た
技
能

で
業
界
の
振
興
に
尽
く
し
た
人

を
、
厚
生
労
働
大
臣
が
表
彰
す
る

も
の
。金
属
材
料
の
製
造
や
加
工
、

機
械
器
具
組
立
の
職
業
な
ど
分
野

は
多
岐
に
わ
た
る
。

　

阿
部
さ
ん
は
打
抜
き
プ
レ
ス
工

の
分
野
で
表
彰
さ
れ
た
。
ワ
イ

ヤ
ー
カ
ッ
ト
に
よ
る
高
精
度
な
共と
も

取ど

り
工
法（
一
回
の
プ
レ
ス
で
複

数
の
部
品
を
製
造
す
る
工
法
）と

設
計
加
工
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
組
み

合
わ
せ
た
金
型
製
作
シ
ス
テ
ム
を

構
築
。
従
来
の
金
型
設
計
製
作
時

間
を
40
㌫
減
ら
し
、
穴
ピ
ッ
チ

６
０
０
㍉
㍍
で
誤
差
５
㍃
㍍
の
精

度
を
達
成
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら「
ぜ
ん
ま
い

仕
掛
け
の
お
も
ち
ゃ
の
仕
組
み
を

知
り
た
く
て
、
わ
く
わ
く
し
な
が

ら
分
解
し
た
」
と
機
会
い
じ
り
が

好
き
だ
っ
た
。
米
谷
工
業
高
校
機

械
科
に
進
学
後
、
20
歳
で
迫
リ

コ
ー
に
入
社
。
入
社
以
来
、
37
年

プ
レ
ス
工
一
筋
で
、
複
写
機
や
自

動
車
部
品
に
使
わ
れ
る
金
型
を
作

り
続
け
て
き
た
。

　

頭
角
を
現
し
た
の
は
20
代
半

ば
。
コ
ス
ト
削
減
の
風
潮
に
向

か
っ
て
い
た
当
時
、「
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
会
社
や
同
僚
に
恩
返

し
し
た
い
」の
一
心
で
、
金
型
製

作
に
没
頭
。
時
間
を
忘
れ
、
深
夜

ま
で
研
究
し
た
。

　

試
行
錯
誤
の
末
、
そ
れ
ま
で
共

取
り
工
法
で
は
作
れ
な
い
部
品
の

金
型
製
造
方
法
を
編
み
出
し
、
材

料
費
の
削
減
と
部
品
製
作
時
間
の

短
縮
を
実
現
さ
せ
た
。

　
「
会
社
と
同
僚
の
理
解
と
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
、
金
型
に
没
頭
で

き
た
。
迫
リ
コ
ー
だ
か
ら
で
き
た

こ
と
」
と
語
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個

人
の
努
力
に
よ
る
部
分
は
大
き
い

が
、
会
社
や
同
僚
の
協
力
も
力
に

な
っ
て
い
る
。

　
「
旋
盤
加
工
な
ど
で
作
ら
れ
る

部
品
を
プ
レ
ス
加
工
で
き
れ
ば
、

経
費
を
抑
え
ら
れ
る
」。
今
後
は

さ
ら
な
る
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組

む
。
ま
た
、「
技
術
は
一
代
で
終

わ
ら
せ
て
は
意
味
が
な
い
」と
、

後
進
の
技
術
指
導
に
も
意
欲
を
示

す
。

　
「
金
型
製
作
は
、
高
品
質
の
部

品
を
作
る
た
め
に
必
要
。
高
品
質

の
部
品
で
組
み
立
て
ら
れ
た
商
品

を
消
費
者
に
届
け
た
い
」

　

金
型
製
作
へ
の
挑
戦
は
終
わ
ら

な
い
。
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「
試
合
で
緊
張
し
た
こ
と
は
一

度
も
な
い
で
す
。
試
合
は
楽
し

か
っ
た
け
ど
、
最
後
は
悔
し
か
っ

た
」
と
落
ち
着
い
て
話
す
高
橋
。

　

昨
年
11
月
21
か
ら
23
日
ま
で
千

葉
県
白
子
町
で
開
催
さ
れ
た
「
第

14
回K

EN
K
O
 C
U
P

全
国
ジ
ュ

ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
団

体
）」に
宮
城
県
選
抜
の
一
員
と
し

て
出
場
。大
会
１
カ
月
前
に
秋
田

県
で
開
催
さ
れ
た
「
東
北
小
学
生

学
年
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」
で

優
勝
し
、
い
い
流
れ
で
挑
ん
だ
全

国
大
会
。
高
橋
明あ
す
か輝
・
大
泉
快か

い
せ
い生

ペ
ア
は
、
高
橋
が
粘
っ
て
拾
い
、

大
泉
が
打
ち
に
い
く
と
い
う
息
の

合
っ
た
得
意
の
パ
タ
ー
ン
で
、１

ゲ
ー
ム
も
落
と
す
こ
と
な
く
チ
ー

ム
の
準
優
勝
に
貢
献
し
た
。

　

身
長
１
５
４
㌢
と
体
格
は
小
柄

な
高
橋
。
だ
が
、
全
国
で
ベ
ス
ト

８
の
実
力
の
持
ち
主
だ
。

　

テ
ニ
ス
を
始
め
た
の
は
小
学
１

年
。
高
橋
が
入
学
と
同
時
に
、
現

コ
ー
チ
の
菅
原
賢け

ん

さ
ん
と
高
橋
の

父（
広ひ

ろ
あ
き明
さ
ん
）ら
が
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
「
南
方
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
」を
設
立
し
活
動
を
始
め
た
。

　
「
テ
ニ
ス
を
や
め
た
い
と
思
っ

た
こ
と
は
何
度
も
あ
り
ま
す
。
周

り
の
友
達
は
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
を

し
て
い
た
し
、
テ
ニ
ス
人
口
は
少

な
い
ん
で
す
」
と
高
橋
は
話
す
。

　

テ
ニ
ス
に
対
し
て
消
極
的
だ
っ

た
高
橋
の
転
機
は
小
４
の
夏
、
仙

台
青
葉
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
所
属
の
大
泉
選
手
と
の
ペ

ア
結
成
。
毎
週
末
、
仙
台
市
と
登

米
市
を
お
互
い
行
き
来
し
、
練
習

を
重
ね
、
そ
の
わ
ず
か
２
カ
月
後

に
は
「
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
宮
城
県
予
選
」
で
優
勝
。

初
め
て
県
代
表
に
選
抜
さ
れ
た
。

こ
の
優
勝
を
機
に
、
高
橋
は
テ
ニ

ス
に
魅
せ
ら
れ
、
テ
ニ
ス
に
の
め

り
込
ん
で
い
っ
た
。

　

菅
原
コ
ー
チ
は
「
技
術
は
も
ち

ろ
ん
、
強
い
精
神
力
も
備
え
持
つ

選
手
。
負
け
ず
嫌
い
で
、
や
ら
れ

て
も
何
度
も
向
か
っ
て
い
き
粘
り

勝
ち
す
る
。
ま
た
、
中
学
生
や
南

方
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
で
の
練

習
参
加
で
確
実
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
て
お
り
、
試
合
で
必
要
な
駆
け

引
き
に
も
た
け
て
い
る
」
と
高
橋

を
高
く
評
す
る
。

　

今
月
６
日
に
は
小
学
校
最
後
の

大
き
な
大
会
と
な
る
「
第
12
回
東

北
小
学
生
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
」
で
３
位
に
入
賞
し
た
。

　

４
月
か
ら
進
学
す
る
南
方
中
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
県
大
会
上
位
の

強
豪
。
中
学
で
も
高
校
で
も
、
高

橋
が
目
指
す
の
は
常
に
頂
点
だ
。

　
「
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ
」

人
一
倍
の
負
け
ん
気
と
テ
ニ
ス
を

愛
す
る
気
持
ち
で
、
こ
れ
か
ら
も

前
へ
前
へ
と
突
き
進
ん
で
い
く
。

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
彼
か
ら

今
後
も
目
が
離
せ
な
い
。
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